
種別

曜日

月

一般ごみ 再生ごみ 埋立ごみ 粗大ごみ ごみ収集日程表

※再生ごみの分類
■Ａ群…新聞紙、折込チラシ
■Ｂ群…雑誌
■Ｃ群…ビン類、カン類、ペッ
　　　　トボトル、金物類、布
　　　　類、ダンボール、牛乳
　　　　パック

ごみ出しルールを守ろう！

原則として
水曜日

指定日

３
月

２
月

Ａ群
Ｃ群

Ｂ群
Ｃ群

Ａ群
Ｃ群

Ｂ群
Ｃ群

原則として
火・金曜日

人権に関するご相談は三重県人権センター（℡059・233・5500）まで

原則として
木　曜　日
○印は曜日変更

（月）

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
所
に
、
決
め
ら
れ
た
袋
（
指
定
袋
）
で
、
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
美
し
い
町
に

　

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い

な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
、
ソ
連
や

モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
者
、

終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら

引
揚
げ
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
者
の
「
ご

本
人
」
に
、
慰
藉
の
念
を
表
す
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
「
特
別
慰
労
品
」

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

等
を
受
け
た
方
、
書
状
を
受
け
る
資

格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
請

求
さ
れ
て
い
な
い
方
も
対
象
で
す
。

　

請
求
書
は
川
越
町
役
場
福
祉
課
の

窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
請
求
期

間
は
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
21
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
資
格

要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
次

の
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
ま
で
。

　

無
料
電
話　

０
１
２
０
・
２
３
４
・

９
３
３
（
月
〜
金
、
午
前
９
時
15
分

〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
。
土
日
休
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp

恩
給
欠
格
者
、戦
後
強
制
抑
留
者

引
揚
者
の
皆
様
へ

民
事
介
入
暴
力
に
関
す
る

無
料
弁
護
士
相
談
会

　

三
重
県
で
は
、
成
績
、
人
物
と
も

に
優
秀
な
人
に
奨
学
金
を
給
付
し
、

21
世
紀
を
担
う
国
際
感
覚
と
視
野
に

富
ん
だ
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

給
付
区
分
と
人
数
・
給
付
額

（
在
籍
す
る
大
学
の
授
業
料
相
当
額
）

①
私
費
留
学
生
（
10
名
以
内
）

　

年
間
１
２
０
万
円
上
限

②
大
学
間
協
定
留
学
生
（
10
名
以
内
）

　

年
間
84
万
円
上
限

③
外
国
人
留
学
生
（
10
名
以
内
）

　

年
間
60
万
円
上
限

募
集
期
間　

平
成
20
年
３
月
３
日
（月）

〜
４
月
23
日
（水）
必
着

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
請
用
紙
に
記
入
の
上
、

下
記
宛
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（財）
三
重
県
国
際
交
流
財
団

〒
５
１
４
―
０
０
０
９

津
市
羽
所
町
７
０
０
番
地
ア
ス
ト
津

３
階

℡
０
５
９
・
２
２
３
・
５
０
０
６

　

０
５
９
・
２
２
３
・
５
０
０
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
ief.or.jp

町嘱託職員を募集します町嘱託職員を募集します
平成20年4月採用の

◆地方公務員法第１６条に定める欠格条項
　に該当しない方
◆外国籍の方は、永住者又は特別永住者の
　在留資格を有する方に限ります
◆調理士の免許を有する方

年齢及び
受験資格

２月６日（水）～２月15日（金）午前８
時３０分～午後５時１５分
※ただし、土・日曜日、祝日は除きます。
※郵送の場合は、締切日までに到着したも
　ののみ有効

応募期間

試　　験 面接試験を実施します。

問い合わせ
提 出 先

〒510-8588　三重郡川越町大字豊田一色２８０番地
川越町役場民生部福祉課　℡３６６・７１１６

◆履歴書（川越町指定の履歴書に３か月以
　内に撮影した上半身・脱帽の写真を貼付
　のこと）
◆調理士免許証の写し
◆履歴書は、次のところからダウンロード
　できます。
　　http://www.town.kawagoe.mie.jp

提出書類

募集職種 保育所内調理士

募集人員 １名

　

暴
力
追
放
三
泗
地
区
市
町
民
会
議

で
は
、
三
泗
地
区
の
暴
力
追
放
を
目

的
と
し
た
啓
発
活
動
を
行
い
、
暴
力

の
無
い
住
み
よ
い
市
町
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
無
料
弁
護
士
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時
及
び
場
所

①
２
月
18
日
（月）　

午
後
１
時
〜
４
時

　

菰
野
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
け
や

　

き　

１
階
相
談
室

②
２
月
20
月
（水）　

午
後
１
時
〜
４
時

　

川
越
町
役
場　

第
３
０
１
会
議
室

③
２
月
22
月
（金）　

午
後
１
時
〜
４
時

　

四
日
市
市
総
合
会
館　

８
階
第
２

　

会
議
室

予
約　

不
要

問
い
合
わ
せ
先　

暴
力
追
放
三
泗
地

区
市
町
民
会
議　

事
務
局　

四
日
市

市
役
所　

市
民
文
化
課

　
　
　
　
　

℡
３
５
４
・
８
１
７
９

三
重
県
私
費
留
学
生

奨
学
金
受
給
者
募
集

平成20年度

　

四
日
市
北
警
察
署
管
内
に
お
き
ま

し
て
、
昨
年
、
12
月
24
日
の
夜
、
三

重
郡
川
越
町
地
内
の
交
差
点
に
お
い

て
、
普
通
乗
用
車
と
軽
乗
用
車
が
衝

突
す
る
死
亡
事
故
が
あ
り
ま
し
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
交
通
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
町
民
の
皆
様
に
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
運
転
者
・
同
乗
者
は

・
運
転
者
と
前
部
座
席
同
乗
者
は
も

と
よ
り
、
後
部
座
席
同
乗
者
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

・
乳
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る
と
き
は
、

後
部
座
席
に
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
使
用
し
ま
し

ょ
う
。　
　
　

●
家
庭
で
は

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
効
果
、
必
要
性
に
つ
い

て
、
家
庭
の
皆
で
話
し
合
い
、
正
し

く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
事
故
に
遭
っ
た
と
き
に
被

害
を
軽
減
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
車

に
乗
っ
た
と
き
は
、
ど
こ
に
乗
っ
て

も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、
乳
幼

児
を
乗
せ
る
と
き
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

命
を
包
む　

親
の
愛

1011

 ４ ・ ７・11

14・18・21

25・28

 ３  豊田一色
　  北福崎
24 天神
31 亀崎・亀須
　  当新田

12
6・17

26

 １ ・ ５ ・ ８

12・15・19

22・26・29

４  南福崎

25 高松・上吉

13
7・21

27

【
親
子
支
援
セ
ン
タ
ー
】
と　

き　

２
月
８
日（
金
）　

９
時
30
分
〜
11
時  

と
こ
ろ　

川
越
幼
稚
園　

 

℡
３
６
５
・
５
８
５
１

※
都
合
に
よ
り
開
催
で
き
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

FAX

―
子
ど
も
の
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
―

三
重
郡
子
ど
も
会
育
成
者
連
絡
協
議
会
主
催

　

最
近
の
子
ど
も
の
い
じ
め
の
実

態
は
、
複
数
の
子
ど
も
が
集
団
的

に
一
人
の
子
ど
も
を
い
じ
め
る
と

い
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
多
い
の
が
特

徴
で
、
し
か
も
「
い
じ
め
」
の
仕

方
に
つ
い
て
も
、
と
う
て
い
子
ど

も
が
考
え
た
と
思
わ
れ
な
い
よ
う

な
巧
妙
で
陰
湿
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、

そ
う
い
っ
た
行
為
を
遊
び
感
覚
で

行
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ

で
す
。

　

ま
た
、
「
い
じ
め
」
を
面
白
が

っ
て
見
て
い
た
り
、
は
や
し
立
て

た
り
す
る
子
ど
も
た
ち
や
「
い
じ

め
」
を
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
「
い

じ
め
」
解
消
の
対
策
を
立
て
る
場

合
に
は
、
こ
う
い
っ
た
子
ど
も
に

も
「
い
じ
め
」
が
許
さ
れ
な
い
こ

と
を
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

今
回
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
い
じ

め
を
な
く
す
家
庭
環
境
づ
く
り
を
、

三
重
郡
内
の
育
成
者
が
講
師
の
先

生
を
交
え
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
、
な
に
が
で
き
る
か
議
論
を
し

ま
す
。

日　

時

　

平
成
20
年
２
月
15
日
（金）

　

午
後
７
時
〜

場　

所　

　

中
央
公
民
館　

大
研
修
室

内　

容　

グ
ル
ー
プ
討
議

　

―
い
じ
め
問
題
か
ら
み
え
て
く

る
も
の
―

講　

師　

　

反
差
別
・
研
究
所
み
え　
　
　

研
究
員　

市
川
清
博
先
生

対　

象　

　

三
重
郡
子
ど
も
会
育
成
者　
　

約
50
名

主　

催　

　

三
重
郡
子
ど
も
会
育
成
者
連
絡

協
議
会　

問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課　

　
　
　

℡
３
６
６
・
７
１
４
０

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
が
離

婚
し
た
と
き
や
、
父
が
死
亡
ま
た

は
重
度
の
障
が
い
で
あ
っ
た
り
、

ま
た
は
何
ら
か
の
理
由
で
父
と
生

活
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童

（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
児
童
）

を
扶
養
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。　

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体

障
が
い
ま
た
は
知
的
障
が
い
が
次

の
程
度
の
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

　　

な
お
、
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

　
　
　
　

℡
３
６
６
・
７
１
１
６

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

の
ご
案
内

人権教育
同和教育 68

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

命
を
包
む　

親
の
愛

1級
重
度
の
知
的
障
が
い
児
ま
た
は

重
度
の
身
体
障
が
い
児

2級
中
度
の
知
的
障
が
い
児
ま
た
は

中
度
の
身
体
障
が
い
児


